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奥入瀬渓流ウオーキング
令和４年１０月８日、町子ども会育成連絡協議会主催
で町内の子どもたち19名が奥入瀬渓流を石ケ戸バス
停から子ノ口バス停まで歩きました。木の葉が色づ
く奥入瀬渓流。子どもたちは秋の訪れを全身で感じ
ていました。
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小型動力ポンプ付き積載車
（第三分団折茂新田）…1738万円

74.1％

25.9％

総務費
15億4672万円

　

9
月
定
例
会
は
、
2
日
か
ら
8
日
ま
で

の
7
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
各
特
別
会

計
の
決
算
で
は
、
詳
し
く
審
議
す
る
た
め

に
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

2
日
間
の
期
間
を
設
け
、
6
日
は
一
般

会
計
、
7
日
は
特
別
会
計
を
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り

認
定
し
ま
し
た
。（
審
議
内
容
は
４
㌻
）

　

ま
た
、
定
例
会
の
本
会
議
で
は
、
令
和

3
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告
を
は
じ

め
、
条
例
改
正
や
補
正
予
算
、
人
事
案
件

を
含
む
22
件
を
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同

意
し
ま
し
た
。

町町のの借金借金（町債）（町債）っていくら？貯金貯金（基金）（基金）はどのくらい？

町
債
（
町
の
借
金
）
残
高

基
金
（
町
の
貯
金
）
残
高

39憶
5690万円

H29 H30 H31 R2 R3（年度）

41憶
4729万円

42憶
9698万円

44憶
9269万円

45憶
5436万円

30憶
9207万円

26憶
646万円

28憶
6983万円

31憶
4232万円

38憶
4770万円

10

20

30

40

50
（億円）

基金↑

町債↓

過去5年間の町の借金と貯金の残高をグラフ化したもの。

各会計別の決算の状況 　（金額：万円）

会計の種類 歳入（収入） 前年度比 増減率
（％） 歳出（支出） 前年度比 増減率

（％）

一 般 会 計 65億5782 △7億5514 △10.3 63億5887 △8億1426 △11.4

特

別

会

計

国 民 健 康
保 険 事 業 12億8602 1650 1.3 12億3493 △1906 △1.5

下 水 道 事 業 　6億7599 1億2900 23.6 6億7543 1億2853 23.5 

農 業 集 落
排 水 事 業 1億3441 200 1.5 1億3441 200 1.5

介 護 保 険 事 業 14億5816 340 0.2 13億9621 1033 0.7

後期高齢者医療 1億4219 1262 9.7 1億3705 1030 8.1

国 民 健 康 保 険
診 療 所 事 業 3億9439 △5861 △12.9 3億9439 △5861 △12.9

特別会計の合計 40億9119 1億493 2.6 39億7244 7350 1.9

※金額はすべて1万円未満の金額を切り捨てているので、合計額と一致しません。

令和3年度　　一般会計決算

歳出
63億
5887万円

歳入
65億
5782万円

繰越金  6713万円

寄附金  2735万円

使用料・手数料  

3692万円

諸収入

 1億260万円

財産収入 4056万円

地方交付税

 23億832万円

国庫支出金
13億1965万円

県支出金  

5億7722万円

町債（町の借金）
2億4199万円

地方消費税交付金 

2億3039万円

地方譲与税 7936万円

地方特例交付金ほか
各種交付金 1億61万円

民生費 
21億1989万円

教育費 
5億6547万円

土木費 6億768万円

公債費 4億5893万円

その他（労働費・商工費・災害復旧費） 
5549万円 議会費 7818万円

消防費 2億7913万円

衛生費 3億7572万円

農林水産業費 2億7162万円

監査報告をする吉田透代表監査委員

効率的な
財政運営を

　新型コロナウイルス感染症対策
などの歳出が増加する一方で、国
庫支出金や町民税の収入などの歳
入が増加した結果、令和３年度に
おいて実質収支は黒字を確保した。
　しかし、ウクライナ情勢の長期
化や円安等によるエネルギーや原
材料の価格の高騰、新型コロナウ
イルス感染症の動向による消費の
低迷など、今後の景気動向は不透
明であり、財政環境の先行きを見
通すことは困難な状況にある。
　このような状況下にあっても、
経済活動を注視しつつ、創意工夫
を凝らし、必要なところに必要な
支援が行き渡る事業運営や、それ
を安定的に支える効率的な財政運
営を心掛けるよう努めて欲しい。

監 査 意 見

決 算六 戸 町
令 和 3 年 度

町税 14億1205万円

繰入金 326万円

主食用水稲減収緊急対策事業
助成金…1481万円

分担金・負担金
1033万円

※ろくのへクリエーター
育成講座事業…50万円

※地元の魅力を発信する人を育成する事業

　

令
和
３
年
度
決
算どう使ったどう使った？？6363億円億円

助成額助成額はは検討検討をを

新型コロナの影響で米の価格が安く、
助成金は大変ありがたかったです。
ただ、他市町村と同
じくらいの金額であ
ればもっと助かりま
した。
佐藤栄一さん（上町）

地元地元のの魅力発信魅力発信のの力力にに

編集ソフトの使い方などの学習を想像しま
したが、実際は映像制作の企画書をプロか
ら指導を受ける内容でした。
学んだことを生かし、地元
の魅力を発信するのに役立
てたいと思います！
柳原尚徳さん（下町）

まちまちのの声声まちまちのの声声

町民税・固定資産税町民税・固定資産税
などみなさんが町になどみなさんが町に
納めている税金納めている税金

保育や医療など保育や医療など
使い道の決まっ使い道の決まっ
た補助金た補助金

医療や介護・子育て医療や介護・子育て
などに使われますなどに使われます

借り入れ返済借り入れ返済

車両更新車両更新にに感謝感謝

車両更新に感謝します。太平洋沖巨
大地震が心配される中で、地域消防
の活動はとても重要です。しかし、我
が分団も40代以上が大半。
30代以下の若者よ！
消防団に入ろう！

第三分団長　吉田健一さん
（折茂新田）

まちまちのの声声

消防団に興味のある方は総務課まで！
☎0176-55-3111

農
林
水

産
業
費

商
工
費

消
防
費

国から補填国から補填
されたお金されたお金

今回は町で生産されている野菜の効能、栄養について紹介します。町の野菜
トピックス

長いも　～　栄養価が高く消化が良いため、疲労回復、スタミナ増強効果があります。
特に、ビタミンB1、ビタミンC、食物繊維、カリウムといった有効成分が含まれています。

町の野菜
トピックス
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一
般
会
計

※
ふ
る
さ
と
納
税

問
　
下
田
敏
美
委
員

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
昨

年
度
か
ら
４
倍
に
増
加
し
た

要
因
は
。
ま
た
、
新
た
な
返

礼
品
目
の
検
討
は

答
　
高
橋
ま
ち
づ
く
り

　
推
進
課
長

　
増
加
の
要
因
は
、
青
森
屋

の
宿
泊
ギ
フ
ト
券
の
人
気
が

あ
っ
た
た
め
だ
と
推
測
し
て

い
ま
す
。
令
和
4
年
度
も
既

存
の
事
業
者
様
と
新
し
い
商

品
開
発
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

税
収
に
つ
い
て

問
　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
税
収
が
減
収
見
込
み

か
ら
、
増
収
に
な
っ
た
要
因

は答
　
澤
口
税
務
課
長

　
大
き
な
要
因
は
、
固

定
資
産
税
の
伸
び
に
よ
る
も

の
で
す
。
独
立
行
政
法
人
鉄

道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支

援
機
構
が
保
有
し
て
い
る
、

東
北
新
幹
線
設
備
等
に
関
す

る
※
償
却
資
産
の
減
額
措
置

に
対
す
る
特
例
期
間
が
満
了

し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
幅
な

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
建
設
の
積
立

問　
山
本
実
委
員

　
義
務
教
育
学
校
建
設

の
た
め
の
積
立
基
金
の
見
通

し
は
。
資
金
が
不
足
し
て
い

る
な
ど
の
問
題
は
な
い
か

答
　
小
林
企
画
財
政
課
長

　
義
務
教
育
学
校
建
設

の
総
事
業
費
は
、
概
算
金
額

で
65
憶
か
ら
70
憶
円
の
予
定

で
す
。
現
在
の
積
立
金
額
は

約
7
億
9
千
万
円
で
す
が
、

事
業
を
進
め
て
い
け
る
見
込

み
で
す
。郷

土
資
料
館

問
　
苫
米
地
繁
雄
委
員

　
来
場
者
の
少
な
い
郷

土
資
料
館
の
今
後
の
活
用
方

法
は答

　
瀧
口
教
育
長

　
新
し
い
義
務
教
育
学

校
設
置
に
あ
た
り
、
郷
土
理

解
、
環
境
教
育
も
含
め
、
子

ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う
な
学

び
を
さ
せ
て
い
く
か
検
討
中

で
す
。
そ
の
中
で
、
郷
土
資

料
館
も
活
用
し
た
教
育
課
程

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
林
環
境
税

問
　
高
坂
茂
委
員

　
森
林
環
境
税
の
使
い

み
ち
は

答
　
佐
藤
農
政
課
長

　
現
在
計
画
中
の
義
務

教
育
学
校
の
建
設
の
際
に
、

県
産
材
を
使
用
す
る
予
定
の

た
め
、
将
来
的
に
積
立
基
金

の
一
部
を
義
務
教
育
学
校
建

設
費
に
充
て
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
桜
の
苗
木
を
植
え
る

委
託
料
に
も
使
用
さ
れ
ま
し

た
。

登下校登下校のの環境整備環境整備をを

新設される義務教育学校周辺の通学路に
は、街灯が少ないため、日が短い時期に
は周囲が真っ暗で下校時に不安がありま
す。子どもたちが安心して登下校できる
環境を整えて欲しいと思います。 東一覚さん

（舘野）

まちまちのの声声

決
算
特
別
委
員
会町 の 決 算 を チチェッェック！ク！

※「
ふ
る
さ
と
納
税
」と
は 

…

　

ふ
る
さ
と
を
応
援
、
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
で
自
治
体

に
寄
付
を
し
た
場
合
に
確
定
申
告
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
寄

付
金
額
一
部
が
所
得
税
及
び
住
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制

度
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
は
原
則
と
し
て
自
己
負
担
額
の
２
千
円
を
除
い
た
全

額
が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※「
償
却
資
産
」と
は 

…

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
資
産
で
、
事
業
用
に
使
う
土
地
、
建
物
、
建

築
物
、
機
械
設
備
等
を
い
う
。

？

決算特別委員会（久田伸一委員長）

　

　

決
算
特
別
委
員
会（
久
田
伸
一
委
員
長
）は
、
９
月
６

日
か
ら
７
日
ま
で
の
２
日
間
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計

の
令
和
３
年
度
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
認
定
と
な
り

ま
し
た
。
特
別
委
員
会
の
審
査
の
中
か
ら
い
く
つ
か
の

内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ごぼう　～　多糖類のイヌリンや繊維質のセルロース、リグニンの含有量は、野菜の中でトップクラス。
便秘解消や腸内環境を整える効果が高く、動脈硬化、がん予防に有効と言われています。

町の野菜
トピックス
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シ
ス
テ
ム
委
託
料

問
　
松
橋
一
男
委
員

　
委
託
料
に
占
め
る
シ

ス
テ
ム
保
守
が
、
庁
内
全
て

に
関
係
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

内
製
化
を
検
討
し
て
は

答　
小
林
企
画
財
政
課
長

　
各
部
門
の
業
務
で
、

専
門
性
が
必
要
と
な
る
た
め
、

当
面
の
間
は
シ
ス
テ
ム
管
理

は
各
課
で
対
応
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

基
金
運
用

問　
杉
山
茂
夫
委
員

　
決
算
報
告
書
の
有
価

証
券
売
却
収
入
と
国
債
等
売

払
約
２
１
９
３
万
円
の
内
訳

は答　
川
原
会
計
管
理
者

　
※
減
債
基
金
の
う
ち
、

平
成
27
年
度
に
地
方
債
2
億

円
、
令
和
元
年
に
国
債
3
億

円
を
購
入
し
、
運
用
し
て
い

た
5
億
円
を
昨
年
度
売
却
し

た
運
用
益
で
す
。

特
別
会
計

特
定
保
健
指
導

問
　
高
坂
茂
委
員

　
特
定
保
健
指
導
の
動

機
づ
け
支
援
、
積
極
的
支
援

の
対
象
者
と
は
。
指
導
の
対

象
者
で
指
導
を
受
け
な
い
場

合
の
対
応
は

答
　
吉
田
福
祉
課
長

　
動
機
づ
け
支
援
の
対

象
者
は
、
メ
タ
ボ
や
生
活
習

慣
病
の
リ
ス
ク
が
出
始
め
て

い
る
状
態
の
方
で
す
。
積
極

的
支
援
の
指
導
の
対
象
者
は
、

さ
ら
に
生
活
改
善
が
必
要
な

状
態
の
方
に
な
り
ま
す
。

　
指
導
を
受
け
な
い
場
合
に

は
、
将
来
な
り
得
る
病
気
へ

の
リ
ス
ク
を
含
め
、
分
か
り

や
す
い
対
応
を
今
後
検
討
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税

問
　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
国
民
健
康
保
険
税
の

税
収
が
増
え
た
要
因
は

答
　
澤
口
税
務
課
長

　
農
業
所
得
が
持
ち
直

し
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
税
の
所
得
割
が
増
え

た
た
め
、
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

問
　
盛
田
嘉
彦
委
員

　
国
民
健
康
保
険
税
を

今
後
引
き
下
げ
す
る
予
定
は

答
　
円
子
町
民
課
長

　
国
民
健
康
保
険
税
は

平
成
30
年
度
か
ら
県
内
の
全

市
町
村
が
青
森
県
の
管
轄
と

な
り
、
県
主
体
で
動
い
て
い

ま
す
の
で
、
町
単
独
で
は
検

討
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

診
療
所

問
　
杉
山
茂
夫
委
員

　
医
師
住
宅
4
棟
の
使

用
状
況
は

答
　
辻
浦
診
療
所
事
務
長

　
４
棟
中
、
２
棟
に
は

医
師
が
入
居
し
、
残
り
２
棟

は
、
空
き
家
と
な
っ
て
い
ま

す
。問

　
杉
山
茂
夫
委
員

　
令
和
３
年
度
の
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
関
係
の
医
療
収

入
額
は　

答　
辻
浦
診
療
所
事
務
長

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関

係
の
医
療
収
入
額
は
3
千
万

円
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
補
助
金
が
な
け
れ
ば
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
額

は
さ
ら
に
増
え
て
い
た
と
思

い
ま
す
。

問
　
山
本
実
委
員

　
平
成
29
年
度
か
ら
５

年
間
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
額
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、

赤
字
が
発
生
し
て
い
る
要
因

は答
　
辻
浦
診
療
所
事
務
長

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
額
の
５
年
間
の
合
計
は

約
６
億
８
５
０
０
万
円
で
す
。

　
ま
た
、
赤
字
経
営
の
要
因

は
、
収
入
の
割
合
に
対
し
、

人
件
費
が
多
い
た
め
で
す
。

問
　
山
本
実
委
員

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
額
が
い
く
ら
ま
で
な
ら
、

診
療
所
の
運
営
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
か

答
　
吉
田
町
長

　
地
域
の
医
療
機
関
は

金
額
だ
け
で
考
え
ら
れ
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
町
民
の

皆
様
か
ら
の
意
見
を
含
め
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今後今後のの診療所診療所にに期待期待

診療所にはいつも大変お世話になっておりま
す。コロナ禍になってからは、受診が厳しく
なったと聞いています。できれば、発熱外来
もやっていただければ町民の皆さんも助かる
のではないでしょうか。

町民町民にに安心安心をを

令和４年10月７日更新の青森県発熱外来一
覧表に、残念ながら六戸診療所はありません。
診療所に発熱外来があれば町民は安心すると
思いますし、それが公的医療機関の役割の１
つとも思います。町民の生命を守るためにも、
診療所にはもっと頑張って欲しいです。

山内さゆりさん
（上吉田）

種市雅さん
（赤田）

決
算
特
別
委
員
会

六戸町国民健康保険診療所

※「
減
債
基
金
」と
は 

…

　
自
治
体
が
借
金
の
返
済
の
た

め
に
必
要
な
資
金
を
積
立
て
る

制
度
。

まちまちのの声声

まちまちのの声声

にんにく　～　にんにくに含まれるアリシンは、ビタミンB1の吸収を助け、疲労回復や滋養強壮に
効果的で免疫力を高めます。血行促進により、冷え性や動脈硬化の予防にも効果があります。

町の野菜
トピックス
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サービス残業の実態は
把握できていない ― 町長

現職員数で業務に支障は
任用職員で対応している ― 町長

職
員
数
が
増
え
な
い要因

は

内
定
後
に
辞
退
す
る
方
が
い
る
―
町
長

一
般
質
問

問問　
職
員
数
が
類
似
団
体

（
六
戸
と
同
じ
人
口
規

模
）
全
国
38
町
村
中
1
番
少

な
い
中
で
、
多
様
化
す
る
町

民
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
て
い

る
の
か

町
長
町
長　
財
政
改
革
を
推
進

し
、
総
人
件
費
の
抑

制
と
計
画
的
な
職
員
数
の
適

正
化
に
つ
と
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
5
年
間
で
6
人
増
の
予

定
で
し
た
が
、
横
ば
い
と
な

っ
て
お
り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
ら
な
い
よ
う
会

計
年
度
任
用
職
員
を
採
用
し
、

対
応
し
て
い
ま
す
。

問問　
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
残

業
に
つ
い
て
の
実
態
把

握
は
。
ま
た
、
残
業
し
て
い

る
職
員
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か

町
長
町
長　
サ
ー
ビ
ス
残
業
を

し
て
い
る
職
員
の
実

態
、
残
業
内
容
の
把
握
に
つ

い
て
は
捉
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
、
各
課
で
の
確
認
を

実
施
し
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
な

く
な
る
よ
う
指
導
し
、
業
務

の
効
率
化
と
、
時
間
外
勤
務

の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

盛
もり

田
た

 嘉
よし

彦
ひこ

議員

問問　
毎
年
採
用
試
験
を
実

施
し
て
い
る
が
、
採
用

職
員
が
思
う
よ
う
に
増
え
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
要
因
と
対
策
は

町
長
町
長　
町
で
は
、
単
年
度

で
一
気
に
採
用
せ
ず

5
年
間
程
度
で
平
準
化
し
、

採
用
し
て
い
く
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
近
年
の
職
員
数

の
増
え
な
い
要
因
は
、
採
用

の
内
定
後
に
辞
退
す
る
方
が

お
り
、
採
用
予
定
数
を
下
回

っ
て
い
る
た
め
で
す
。

　
本
年
度
の
職
員
募
集
で
は

一
般
職
で
20
人
ほ
ど
き
て
い

る
の
で
、
辞
退
者
も
考
慮
し

採
用
人
数
を
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

来庁者の多い役場一階窓口、人員不足に悩む

職員の勤務管理をしているタイムカード

　

第
4
回
定
例
会
は
、
２
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

誌
面
の
都
合
上
、
各
議
員
の
質
問
事
項
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人参　～　βカロテン、食物繊維、カリウムを多く含む。カロテンは油に溶けやすい脂溶性ビタミン。
バターや油と一緒に調理すると、カロテンの吸収が促進されます。

町の野菜
トピックス
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診
療
所
の発熱

外
来
設
置
は

可
能
か
ど
う
か
再
度
検
討
―
町
長

プレミアム商品券の
発売時期は

周知強化を図り対応 ― 町長

一
般
質
問

杉
すぎ

山
やま

 茂
しげ

夫
お

議員

問問　
県
内
公
立
医
療
機
関

の
発
熱
外
来
の
設
置
状

況
は
。
ま
た
、
県
内
の
人
口

１
万
人
規
模
の
自
治
体
で
、

発
熱
外
来
が
な
い
自
治
体
は

町
長
町
長　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

診
療
・
検
査
医
療
機

関
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い

る
県
内
公
立
医
療
機
関
は
36

施
設
で
す
。

診
療
所
事
務
長

診
療
所
事
務
長　
県
内
で
当

町
と
同
規
模

程
度
の
自
治
体
で
は
、
当
町

だ
け
が
設
置
し
て
い
な
い
状

況
で
す
。

問問　
診
療
所
で
、
発
熱
外

来
が
設
置
で
き
な
い
理

由
は町

長
町
長　
発
熱
外
来
を
設
置

す
る
た
め
に
は
、
非

感
染
者
と
感
染
疑
い
の
症
状

の
患
者
の
診
察
の
動
線
を
分

け
、
感
染
リ
ス
ク
を
な
く
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
診
療

所
内
の
区
域
分
け
を
検
討
し

た
結
果
、
区
域
分
け
が
難
し

く
、
設
置
は
見
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

問問　
今
回
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
売
日
に
、

年
金
支
給
日
は
考
慮
さ
れ
た

の
か町

長
町
長　
年
金
支
給
日
を
考

慮
し
発
売
日
を
設
定

し
た
こ
と
は
な
く
、
今
回
は

年
金
支
給
日
の
８
日
前
に
発

売
さ
れ
ま
し
た
。

問問　
診
療
所
の
か
か
り
つ

け
患
者
が
、
風
邪
等
で

外
来
受
診
を
求
め
た
場
合
は

町
長
町
長　
か
か
り
つ
け
患
者

で
あ
っ
て
も
、
発
熱

等
の
症
状
で
感
染
症
の
疑
い

の
あ
る
方
は
、
診
察
を
お
断

り
し
て
、
他
医
療
機
関
を
案

内
し
て
い
ま
す
。

問問　
今
後
、
診
療
所
に
発

熱
外
来
を
設
置
す
る
考

え
は町

長
町
長　
国
は
コ
ロ
ナ
感
染

症
を
２
類
相
当
か
ら

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
５

類
相
当
に
見
直
す
こ
と
を
検

討
中
で
す
。
５
類
相
当
に
な

れ
ば
、
感
染
症
疑
い
の
患
者

も
検
査
で
き
る
よ
う
な
区
域

分
け
や
診
療
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
発
熱
外
来
を
ド
ラ
イ

ブ
ス
ル
ー
方
式
で
対
応

し
て
い
る
病
院
も
あ
る
が

町
長
町
長　
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
の
対
応
も
可
能

だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
場
で

難
し
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
え

ば
、
そ
れ
以
上
は
言
え
ま
せ

ん
。

　
し
か
し
、
町
民
の
期
待
も

あ
る
の
で
、
再
度
検
討
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
今
年
度
の
診
療
収
入

予
算
は
、
平
成
30
年
度

と
比
較
す
る
と
６
６
０
０
万

円
の
減
収
、
町
か
ら
の
繰
入

金
は
１
億
７
千
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
初
診
の
受
付
人
数

は
平
成
30
年
度
７
６
４
人
か

ら
令
和
３
年
度
は
２
０
９
人

に
減
少
し
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
も
あ
る
と
思
う

が
、
初
診
が
減
れ
ば
将
来
の

患
者
も
減
り
、
医
療
収
入
も

減
少
す
る
。
今
後
の
診
療
所

の
運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

町
長
町
長　
診
療
所
の
運
営
に

つ
い
て
は
、
以
前
よ

り
抜
本
的
に
変
え
る
こ
と
を

考
え
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
収
束
後
は
、
地
域
医
療
の

在
り
方
を
大
胆
に
変
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問問　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
発
売
日
が
年
金
支
給

日
と
離
れ
て
い
る
場
合
、
購

入
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
予
約
券
等

で
年
金
支
給
日
以
降
に
購
入

が
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
し

て
は町

長
町
長　
次
期
発
売
日
は
11

月
13
日
の
予
定
で
す
。

年
金
支
給
日
前
に
金
融
機
関

等
へ
協
力
依
頼
を
行
い
、
年

金
受
給
者
へ
の
周
知
強
化
を

図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
予
約
券
の
発
行
で
の
販

売
は
、
購
入
を
キ
ャ
ン
セ
ル

さ
れ
る
と
他
の
購
入
希
望
者

の
不
利
益
に
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
予
約
方
式
で
の
販

売
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。11月から発売されるプレミアム商品券

大根　～　大根はジアスターゼという成分が多く含まれており、消化を助ける働きがあります。
また、葉の部分には根の部分よりも多くのビタミンCが含まれています。

町の野菜
トピックス
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補
正
予
算

♦
一
般
会
計

３
億
７
４
１
６
万
円
を
増
額

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
３
億
７
４
１
６

万
円
を
増
額
し
、
総
額
65
億

２
０
１
３
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

▽
消
防
団
員
の
年
額
報
酬

４
７
３
万
円

▽
子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
事
業
補
助
金

４
５
０
０
万
円

（
18
歳
以
下
の
子
供
１
人
に

つ
き
２
万
５
千
円
を
給
付
）

▽
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

事
業
補
助
金２

０
２
５
万
円

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
１

世
帯
当
た
り
１
万
５
千
円

を
給
付
）

▽
高
齢
者
に
対
す
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
対
策
事
業

補
助
金　
３
８
０
０
万
円

（
65
歳
以
上
の
高
齢
者
１
人

当
た
り
１
万
円
を
給
付
）

▽
８
月
の
大
雨
被
災
復
旧
に

伴
う
土
木
災
害
復
旧
業
務

料
な
ど　
　
３
１
４
万
円

▽
立
地
企
業
雇
用
奨
励
事
業

補
助
金　
　
１
５
０
万
円

▽
企
業
立
地
促
進
条
例
奨
励

金　
　
　
３
５
０
０
万
円

▽
農
業
肥
料
等
高
騰
対
策
事

業
補
助
金

７
１
０
０
万
円

　
ほ
か
に
、
各
特
別
会
計
も

補
正
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

質

疑

▼
第
2
大
曲
線

問
　
山
本
実
議
員

　
第
２
大
曲
線
の
改
良
工
事

の
完
成
の
見
通
し
は

■答　
外
山
建
設
下
水
道
課
長

　
来
年
度
完
成
の
見
込
み
で

す
。

▼
雇
用
奨
励
補
助
金

問
　
下
田
敏
美
議
員

　
立
地
企
業
雇
用
奨
励
事
業

補
助
金
の
内
容
は

■答
　
高
橋
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長

　
産
業
活
性
化
及
び
雇
用
機

会
の
創
出
を
図
る
た
め
、
六

戸
町
民
を
正
規
社
員
と
し
て

新
た
に
雇
用
し
た
事
業
者
に

対
し
、
雇
用
奨
励
金
を
交
付

す
る
事
業
で
す
。
一
般
従
業

員
6
人
目
か
ら
30
万
円
を
交

付
し
ま
す
。

▼
農
業
肥
料
高
騰
対
策

問
　
下
田
敏
美
議
員

　
農
業
肥
料
等
高
騰
対
策
事

業
補
助
金
の
内
容
は

■答　
佐
藤
農
政
課
長

　
肥
料
価
格
の
高
騰
に
よ
る

農
家
経
営
へ
の
影
響
緩
和
の

た
め
、
農
業
者
の
肥
料
費
を

支
援
す
る
事
業
に
な
り
ま
す
。

　
助
成
金
額
は
、
農
業
所
得

１
０
０
万
円
以
上
に
対
し
て

1
％
。
助
成
上
限
額
は
１
０

０
万
円
ま
で
を
想
定
し
て
い

ま
す
。
対
象
者
は
、
農
業
者

は
約
７
０
０
人
、
農
業
生
産

法
人
は
13
法
人
を
想
定
し
て

い
ま
す
。

地域を守る消防団員

肥
料
高
騰
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か

六
戸
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正

9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

　

消
防
団
員　
報
酬
を
改
定　
処
遇
改
善
へ

消防団員年額報酬

階　級 変更前 変更後 
（令和4年度）

団 　 長 56500円 82500円
副 団 長 40000円 69000円
本団付分団長
分 団 長 25000円 50500円

副 分 団 長
本団付部長 23000円 45500円

部 　 長 19500円 37000円
班 　 長 16000円 37000円
団 　 員 15000円 36500円

　

火
災
、
風
災
害
な
ど
の
自
然
災
害
が

起
き
た
と
き
、
消
防
署
の
消
防
士
以
外

に
も
消
防
団
員
が
出
動
し
、
消
火
の
ほ

か
、
救
助
や
警
戒
、
避
難
誘
導
な
ど
を

行
っ
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

消
防
団
員
数
が
減
少
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
災
害
が
多
発
化
す
る
中
、
消
防
団
の

役
割
も
多
様
化
し
、
負
担
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
図
り
、
消
防
団
員
数
の
確
保

に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
年
額
報
酬
の
見

直
し
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

条
例
改
正

町の野菜
トピックス

馬鈴薯(ばれいしょ)　～　カリウムを豊富に含み、血圧の上昇を抑え、生活習慣病予防に効果があります。
また、ビタミンB1、C、ナイアシンといった成分が胃の健康を守る効果があります。
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審議した議案の 否賛

議　　案　　名 採決
賛否

審査
結果

採決
日

報　　告

令和３年度青森県新産業都市建設事業団特定事業及び特定事業以外の事業の決算報告
報　

告

９
月
８
日

令和３年度六戸町健全化判断比率

令和３年度六戸町資金不足比率

令和３年度
決算認定

一般会計決算認定

全
員
賛
成

認　

定

国民健康保険事業特別会計決算認定

下水道事業特別会計決算認定

農業集落排水事業特別会計決算認定

介護保険事業特別会計決算認定

後期高齢者医療特別会計決算認定

国民健康保険診療所事業特別会計決算認定

条例改正

六戸町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例（非常
勤消防隊員の処遇改善のため、全ての階級の年額報酬額を引き上げ）

可　

決

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例（非常勤職員についての育児休
業取得日数の緩和及び既定の整備）

令和４年度
補正予算

一般会計補正予算（第３号）（３億7416万円を増額補正）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）（314万円を増額補正）

下水道事業特別会計補正予算（第２号）（654万円を増額補正）

農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（2万円を増額補正）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号）（4535万円を増額補正）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）（224万円を増額補正）

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第１号）（162万円を増額補正）

議員発議
六戸町議会会議規則の一部を改正する規則(議場及び委員会の会議室内での情報通信端
末機器の使用をするための規定の整備）

人　　事
六戸町固定資産評価審査委員会委員の選任（佐藤隆氏＝再任） 全

員
起
立

同　

意六戸町教育委員会委員の任命（保土沢まり氏＝再任）

第４回定例会（開会９月２日）

議　　案　　名 採決
賛否

審査
結果

採決
日

報　　告
損害賠償の額の決定（町民バスが路肩スノーポールを損傷させた事故。賠償額９万円） 報

告
７
月
11
日

損害賠償の額の決定（道路敷地から伸びた支障木と車両が接触した事故。賠償額７万円）

令和４年度
補正予算 一般会計補正予算（第２号）（810万円の増額補正） 全

員
賛
成

承
認

工事の契約
工事の請負契約（小松ケ丘処理区流域下水道接続20工区（処理場撤去）工事。
契約金額　２億5300万円）

可
決

第３回臨時会（開会７月11日）

審
議
し
た
議
案
の
賛
否

町の野菜
トピックス

行者菜（ぎょうじゃな）　～　血液をサラサラにするだけではなく、血液中の脂質を減らす
働きもあり、糖尿病、高血圧、動脈硬化等の予防に有効です。
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六
戸
町
は
上
十
三
保
健
所
管
内

で
唯
一
発
熱
外
来
未
設
置
の
自
治

体
で
、
か
ね
て
よ
り
町
民
か
ら
風

邪
な
ど
の
場
合
に
町
立
国
民
健
康

保
険
診
療
所
へ
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
健
康
不
安
の
声
が
聞

こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
期
を
前

に
、
町
民
へ
適
切
な
医
療
が
届
く

た
め
に
、
発
熱
外
来
の
受
診
体
制

を
拡
充
す
る
な
ど
の
体
制
作
り
を

求
め
た
い
と
、
六
戸
町
議
会
は
９

月
30
日
、
町
立
国
民
健
康
保
険
診

療
所
へ
発
熱
外
来
を
開
設
す
る
よ

う
町
へ
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

川
村
重
光
議
長
は
、「
町
民
の

安
心
の
た
め
に
も
、
速
や
か
に
実

現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
」

と
語
り
、
要
望
書
を
受
け
取
っ
た

吉
田
豊
町
長
は
「
厳
粛
に
受
け
止

め
る
」
と
応
え
ま
し
た
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
、
不
安
に
思
わ
れ
て
い
る

町
民
の
方
々
は
多
く
い
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。

　
六
戸
町
議
会
と
し
て
も
、
皆
様

の
力
に
な
れ
る
対
策
を
検
討
し
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 診

療
所
へ
発
熱
外
来
の
設
置
を

町
長
の
答
弁
、
分
か
り
や
す
か
っ
た

　

町
長
の
答
弁
、
職
員
の
仕
事
の
ミ
ス
は
、

職
員
不
足
で
は
な
く
、
職
員
の
自
覚
不
足
と

の
事
、
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

仕
事
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
、

他
部
署
間
の
連
携
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
女
性　

60
代
）

　
一
般
質
問
の
傍
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
答
弁
は
、

要
約
し
て
お
伝
え
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際

に
傍
聴
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ

ん
町
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
機

会
が
あ
れ
ば
多
く
の
町
民
の
か
た
に
傍
聴
し

に
来
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
傍
聴
へ
来
る
こ
と
が
難
し
い
か
た
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
定
例
会
時
の
会
議
録
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
後
日
確
認
し
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

次
の
議
会
の
予
告
を

　

傍
聴
し
た
い
の
で
、
議
会
だ
よ
り
に
次
回

の
予
定
日
を
記
載
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
（
男
性　

60
代
）

　
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
議
会
の
日
程
で
す
が
、
議
会
は
町
長
の
招

集
が
あ
っ
て
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
開

催
日
に
つ
い
て
は
不
定
期
と
な
り
ま
す
。

　
定
例
会
は
年
4
回
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
お
り
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、
12
月
の

年
４
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
い
た
だ

く
か
、
も
し
く
は
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　これからの町のことを話し
合う場、それが議場です。ど
んなことを審議するのか傍聴
してみませんか。

■問　議会事務局　　
 ☎55-4547

議会を傍聴して
みませんか？

要
望
書
提
出
・
傍
聴
席
か
ら

　

吉
田
豊
町
長
へ
要
望
書
を
提
出
す
る

川
村
重
光
議
長
㊨
と
下
田
敏
美
副
議
長
㊧

1　
六
戸
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
内
に
発
熱
外

来
を
設
置
す
る
こ
と

2　
町
民
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
目
指
す
公
的

医
療
機
関
と
し
て
、
電
話
等
に
よ
る
医
療
相
談

と
外
来
診
療
の
充
実

要
望
内
容

町
へ

要
望
書
提
出

次は次は1212月月定例会定例会
があります。があります。

かぼちゃ　～　三大抗酸化ビタミンといわれる、βカロテン、ビタミンE、Cが多く含まれ、免疫力を強化、
細胞の老化を予防し、動脈硬化やがんなどの生活習慣病の発症や進行を抑制します。

町の野菜
トピックス

傍聴席傍聴席からから

意見意見
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六
戸
町
議
会
は
、
平
成
27

年
１
月
１
日
に
議
会
基
本
条

例
を
施
行
し
、
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

条
例
は
、
議
会
の
活
性
化
を

図
り
、
町
民
の
負
託
に
応
え

る
た
め
、
町
民
と
と
も
に
歩

み
、
町
民
の
幸
せ
と
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
年
に
１
回
内
容
の
見
直
し

を
す
る
よ
う
定
め
て
い
ま
す
。

　
9
月
定
例
会
も
滞
り
な
く
終
え
、
議
会
登
山
愛
好
会
で

打
ち
上
げ
も
兼
ね
て
岩
木
山
登
山
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

道
す
が
ら
田
園
地
帯
で
は
黄
金
色
に
染
ま
る
稲
穂
が

深
々
と
首
を
垂
れ
、
紅
く
色
づ
く
り
ん
ご
、
収
穫
の
秋
を

感
じ
嬉
し
さ
と
共
に
せ
わ
し
さ
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　
昨
晩
は
中
秋
の
名
月
、
あ
い
に
く
満
月
は
顔
を
出
し
て

く
れ
な
か
っ
た
が
、
今
日
は
快
晴
、
視
界
も
最
高
、
岩
木

山
頂
上
か
ら
日
本
海
、
白
神
山
地
、
津
軽
平
野
、
陸
奥
湾
、

八
甲
田
の
山
々
、
遠
く
は
岩
手
山
も
望
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
で
乾
杯
し
大
満
足
、
必
死
の
思
い
で

無
事
下
山
、
心
地
よ
い
汗
、
心
地
よ
い
脚
の
痛
み
、
身
も

心
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
さ
ぁ
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
。

（
川
村
重
光
）

岩木山登山岩木山登山にに挑戦挑戦

岩木山の山頂から㊧川村重光、㊨円子德通

令和元年度の意見交換会の様子

前回の評価点を下回った主な項目

議会は、町民主権を基礎とする町民の代表機関であることを
常に自覚し、「公正・透明・信頼」を重んじ、町民参加を目指
して活動する。

議会は、議会の活動に関する情報公開に努め、町民に対する
説明責任を十分に果たさなければならない。

議会は、町のイベント等へ積極的に参加し、町民との連携を
図るものとする。

　
今
回
の
検
証
は
、
令
和
３

年
度
・
令
和
４
年
度
の
議
会

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
各

議
員
が
条
例
の
自
己
評
価
を

行
い
、
集
約
し
た
結
果
を
議

会
運
営
委
員
会
で
検
証
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
検
証
で
は
38
個
の

条
例
の
項
目
中
14
個
の
項
目

で
、
前
回
の
評
価
点
を
下
回

り
ま
し
た
。

　
下
回
っ
た
条
例
文
に
町
民

の
文
言
が
含
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
・
令
和
４

年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動

が
自
粛
さ
れ
、
意
見
交
換
会

や
町
民
の
み
な
さ
ま
の
声
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
が
出
来
な

っ
た
為
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
感
染
対
策
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
交
流
を
考
慮
し
、
町
民
の

み
な
さ
ん
の
意
見
を
よ
り
多

く
取
り
入
れ
る
よ
う
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
条
例
が
制
定

さ
れ
て
約
７
年
が
経
過
し
て

き
た
こ
と
か
ら
、
検
証
方
法

に
つ
い
て
も
再
検
討
し
て
い

く
の
が
必
要
と
捉
え
て
い
ま

す
。

議
会
基
本
条
例
を
検
証
な
ど

革

議

議
会
基
本

条
例
を

検
証

会

改

そら豆　～　疲労回復を促進するビタミンB１、粘膜細胞の保護・再生に役立つビタミンB2が豊富。
カリウム、鉄、亜鉛、銅などのミネラル類も多く含まれています。

町の野菜
トピックス
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義務教育学校施設建設予定地を視察

　来年度より義務教育学校の施設建設が始まる六戸高等学校敷地内を視察することで、新
設される義務教育学校の規模や施設の位置を確認することができました。

6
30

総務常任委員会

8月豪雨　町内の被害額1億8188万円

議会活性化に向けて意見を交換

　８月豪雨の被害状況の現地視察をしてきま
した。

　建設下水道課より確認した被害件数及び金額。
　（被害件数及び金額）　
　農地50件、被害額9813万円。
　農地用施設38件、被害額8375万円。
　被害合計額　　1億8188万円。
　予想以上の被害の大きさだと感じました。農作物の
被害も多いとのことで、調査がまとまり次第、被害状況の確認をしていきたいと思います。
　近年の災害は必ずしも過去に経験した規模で収まるとは限らないので、「想定外」を「想定内」に変え
る対策を今後進めておかなければならないと感じました。

　岩手県平泉町議会12人が来町し、議会
改革の取り組みについて意見交換を行い

ました。当町の議会改革の取り組みのうち、ワー
ルドカフェ方式の意見交換会や一般質問の検証作
業、長期欠席者の議員報酬等の減額について質疑
応答を受けました。また、平泉町議会では町長か
らの反問権を行使された時があり、その際の対応
について話を伺うことができました。
　意見交換で得た情報は、当議会にとって大変有意義なものでした。これからも、さらに議会改革に
取り組んでいきたいと思います。

8
22

産業民生常任委員会

議会運営委員会

　六戸小学校でタブレットを活用した授業の
視察を行いました。子ども達が、タブレット

端末を使って撮った写真を活用した授業や、インター
ネットで検索した資料を使った授業など、上手に授業
に取り入れている様子を見ることができました。
　また、ＩＣＴについては、職員の技能習熟度合いに
差がある説明も受けました。

７
１

タブレット活用の状況は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
し

授
業
を
行
う
様
子

道
路
が
損
壊
し
た
犬
落
瀬
七
百
線

来
町
さ
れ
た
平
泉
町
議
会
様

10
11

委
員
会
活
動

　

キャベツ　～　ビタミンUが含まれていることが特徴的。ビタミンUは、キャベツから発見されたビタミン物質で
「キャベジン」とも言われ、胃潰瘍や十二指腸潰瘍などの胃腸障害を予防・改善する働きがあります。

町の野菜
トピックス
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５

　六戸高等学校の生徒、六戸町議会議
員が役場の担当課長と事業内容の確認

と説明を受けました。
　11月には一般質問の内容を決め、12月はいよ
いよ一般質問の本番となります。次世代を担う
高校生に六戸町の町政、町議会への関心を持つ
機会になるように、議員一同応援していきたい
と思います。

岩泉議会広報行政視察を終えて

高校生の模擬議会に向けて

　コロナ禍で広報委員会の行政視察も
ままならない中、リモートによる視察

という案が浮上した。六戸町では議員全員にタ
ブレットを配布し、リモートの様々な可能性を
模索する中、タイミングのよい視察案と思う。
　視察を受け入れてくれた広報委員会は岩手県
岩泉町広報広聴常任委員会である。
　岩泉町は人口は8400人弱で面積は992.36平
方キロメートルで本州一広い町とのこと。観光
名所として龍泉洞が広く知られている。
　岩泉町は議会広報全国コンクール最優秀賞を
３回受賞している全国でもトップレベルの委員
会である。　
　視察に先立ち、六戸町議会だよりNO.113号
を相手方に送付しておき感想をいただいた。そ
のご指摘が実に的を得ていて本当に為になった。
　続いて岩泉町議会だよりの編集について説明
いただいた。一般質問をした議員は300字程度

　六戸高等学校の生徒と六戸町議会議
員とで、模擬議会へ向けての打ち合わ

せを行いました。今回の打ち合わせ内容は、模
擬議会での一般質問時の質問前に役場担当課か
ら情報を得るための確認事項の洗い出しを行い
ました。

に要約し、関連する写真と「17文字のひとりご
と」を添えて一般質問終了後１週間以内に事務
局へ提出することには驚いた。この視察を無駄
にせず広報活動に真摯に取り組むことで六戸町
議会広報委員会の変わりの始まりとしたい。
　最後に岩泉町議会広報広聴常任委員会の皆様、
お忙しいなか本当にありがとうございました。

広報委員会　副委員長　松橋一男

9
30

議会広報委員会

模擬議会検討委員会

Web会議システムを使い研修を行う様子

10
14

町職員の回答に耳を傾けて聴く高校生たち議員と打ち合わせをする高校生

委
員
会
活
動

玉ねぎ　～　独特の香りと辛さのもとは、硫化アリルという揮発性の成分で、疲労回復に必要な
ビタミンB1の吸収を助け、新陳代謝を活発にしてくれます。

町の野菜
トピックス
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9
月
4
日
に
3
年
ぶ
り
と
な

る
六
戸
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
事
も
あ
り
、

規
模
を
縮
小
し
1
日
だ
け
の
開

催
で
し
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま

れ
多
く
の
来
場
者
の
方
々
で
賑

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
み
な
さ
ん
が

『
お
祭
り
』
を
待
っ
て
い
た
ん

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
団
体
の
方
々
は
、

練
習
や
準
備
等
と
て
も
大
変
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
こ

う
し
て
沢
山
の
方
々
に
支
え
ら

れ
、
六
戸
の
文
化
が
守
ら
れ
て

い
る
ん
だ
と
感
じ
た
1
日
で
も

あ
り
ま
し
た
。

　
来
年
こ
そ
は
通
常
の
『
お
祭

り
』
が
で
き
る
よ
う
祈
る
ば
か

り
で
す
。広

報
委
員　
盛
田
嘉
彦

議
会
広
報
委
員
会
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光

杉
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種
　
市
　
正
　
孝

発
行
責
任
者

議　
　

長　
川
　
村
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光

編
集
後
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聞
き
手　

杉
山 

茂
夫

松
橋 

一
男

（

）

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

研
究
会
と
は

　
農
業
の
関
係
者
が
集
ま
り
、

ド
ロ
ー
ン
や
無
人
ト
ラ
ク
タ

ー
の
運
転
等
の
ス
マ
ー
ト
農

業
に
関
す
る
意
見
交
換
や
、

情
報
共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
農
家
が
抱
え
る

担
い
手
不
足
な
ど
の
問
題
を

解
消
し
、
持
続
可
能
な
農
業

を
目
指
す
有
志
団
体
で
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

期
待

　
私
は
、
仲
間
4
軒
で
ド
ロ

ー
ン
を
出
始
め
か
ら
持
っ
て

い
て
、
今
は
2
機
目
に
更
新

し
ま
し
た
。

　
ド
ロ
ー
ン
本
体
は
約
２
０

０
万
円
、
年
次
点
検
等
の
維

持
管
理
費
や
経
費
が
年
間
約

30
万
円
か
か
り
ま
す
が
、
農

薬
散
布
は
１
町
歩
10
分
程
度

で
終
わ
り
ま
す
し
、
と
て
も

作
業
効
率
が
良
い
で
す
。

　
農
家
は
人
手
不
足
が
深
刻

な
の
で
、
作
業
の
効
率
化
を

進
め
て
い
か
な
い
と
。

8
月
豪
雨
の
影
響
は

　
私
は
ゴ
ボ
ウ
を
6
町
歩
位

作
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、

5
反
分
は
間
違
い
な
く
腐
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
葉
っ

ぱ
が
ク
タ
ッ
と
な
っ
て
、
真

っ
黒
に
腐
っ
て
、
抜
く
と
完

全
に
ご
み
。
ゴ
ボ
ウ
は
茎
が

強
い
の
で
、
収
穫
し
な
い
で

放
置
す
る
と
、
翌
年
に
野
生

の
ゴ
ボ
ウ
が
生
え
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
掘
っ
て
抜
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
年

は
経
費
の
み
で
一
銭
に
も
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
長
芋
、
ゴ
ボ
ウ
は
、

掘
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
の
で
、
ど
の
程
度
駄
目
な

の
か
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

町
の
農
政
や
施
策
は

　
町
の
様
々
な
助
成
金
を
使

い
、
そ
の
都
度
、
恩
恵
に
あ

ず
か
っ
て
い
ま
す
。
ド
ロ
ー

ン
の
資
格
取
得
の
助
成
や
、

ド
ロ
ー
ン
の
機
体
購
入
に
あ

た
り
、
２
０
０
万
円
の
機
体

に
対
し
約
60
万
円
の
助
成
を

仲
間
で
受
け
ま
し
た
。
六
戸

町
は
役
場
や
農
協
か
ら
の
情

報
が
入
り
や
す
い
町
で
す
ね
。

議
会
に
望
む
こ
と

　
議
員
さ
ん
自
身
の
紹
介
を

も
っ
と
発
信
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
も
っ
と
身
近
な

と
こ
ろ
で
町
民
と
交
流
が
欲

し
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

若
い
人
や
年
代
的
に
中
間
層

の
方
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ

て
相
談
し
や
す
く
な
る
の
か

な
と
。
相
手
の
こ
と
を
知
ら

な
け
れ
ば
、
生
の
声
は
出
て

こ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
と

思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
困
っ

た
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
み

ん
な
で
情
報
共
有
し
、
日
々

発
展
さ
せ
て
い
っ
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

大雨被害を受けたゴボウ

町民の皆さんの
がんばりは町の元気!!

今回は、六戸町スマ
ート農業推進研究会
会長の木野幸助さん
です。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
折
茂
新
田
在
住
。
１
９
７
２
年
生
ま
れ
。
愛
知

県
一
宮
市
出
身
。
親
の
転
勤
で
幼
少
期
は
北
海
道
で
生
活
。
神
奈
川

県
の
大
学
卒
業
後
に
農
業
機
械
メ
ー
カ
ー
へ
就
職
し
全
国
を
転
勤
し

た
。
十
和
田
市
に
転
勤
の
際
、
農
家
の
奥
さ
ん
と
出
会
い
、
平
成
23

年
に
婿
入
り
し
六
戸
町
へ
。
現
在
は
農
家
の
3
代
目
と
し
て
家
族
で

ゴ
ボ
ウ
、
長
芋
、
に
ん
に
く
、
米
を
作
付
け
し
て
い
る
。
令
和
4
年

に
農
業
経
営
士
に
認
定
さ
れ
た
。
家
族
構
成
は
、
妻
、
義
父
、
義
母

の
４
人
家
族
。
休
日
は
映
画
鑑
賞
を
楽
し
ん
で
い
る
。

木き

野の　
幸こ

う

助す
け

さ
ん
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